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１ 主題設定の理由

（1) これまでの研究から

本校では，これまで，「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をもち，主体的に生きる折多

の子どもを育てるという学校教育目標を基に，国語科を中心に次のような言語活動の研究を行っ

てきた。

・ 指導と評価の一体化を図る一単元の指導計画

・ 言語活動を意識した一単位時間の基本的な学習過程の工夫・改善

・ 基礎学力向上に向けた取組

研究を進めていく中で，平成２４年度「基礎・基本」定着度調査において四教科すべての平均

点が県平均点を上回った。また，平成２４年度全国学力・学習状況調査においても国語Ａ，算数

Ａ，算数Ｂとも全国平均を上回り，これまでの取組によって一定の成果が現れたと言える。

(2) 児童の実態から

しかし，主に活用力を問う全国学力・学習状況調査の国語Ｂにおいては，全国平均を下回った。

また，全学年が取り組んでいる学力検査ＮＲＴの国語の結果を分析してみると，次のような課題

が浮かび上がった。

○ 国語Ｂの正答率が高い子どもは，国語Ａの正答率も高い。しかし，国語Ａの正答率が高くて

も，国語Ｂでは正答率が大きく下がる子どもがいた。

○ ＮＲＴでは４つの学年の文学的文章の正答率が説明的文章よりが低い。また，２つの学年で

全国の平均正答率に達していない。また，多くの学年で場面の様子や気持ちを読み取る力が毎

年のように課題として挙げられている。

○ 学級の子どもたちの学力差は，学年が上がるほど大きくなっている。

以上のことから，基礎的・基本的な学力にとどまらず，活用する力を付ける指導法や言語環境

について，国語科の文学的文章を中心に研究する必要があると感じた。

２ 研究主題についての考え方

○ 文学的文章を「読む力」とは， 教科書に掲載されている教材文だけでなく，初めて読む

文章や長い文章を，目的に応じて主体的に読み，書かれていることを「読み方」（読みの知

識・技術）を基に分析・解釈し，そのことを基に自分の考えを表現することを指している。

○ 「活かす力」とは， 教科書に掲載されている教材文を読むことを通して育んだ興味・関

心・態度，習得した知識・技能を活かし，次の３つの場面で主体的に活用し，問題を解決す

る力を指している。

● 作品の読み取り（分析・解釈）へ活かす

・ 習得した「読み方」（読みの知識・技術）で，新たな物語を読み味わう。

● 表現へ活かす

・ 読み深めたことが伝わるように音読や朗読を工夫する。
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・ 優れた表現を参考にして書いたり，書いたことをお互いに話したり聞いたりする。

● 読書に活かす

・ 同じ作者や同じテーマ，種類の物語を複数読む。

・ 読んだ物語について，お互いに感想などを伝え合う。

３ 研究の仮説ならびに研究内容

仮説１ 文学的文章の指導事項を基に，読む力，活かす力を付けることをねらいとした単元

を貫く言語活動や指導計画，学習過程を段階的・系統的に工夫すれば，子どもたちは主体的に

読み深め，学んだことを活かす力を身に付けていくのではないか

１ 指導事項，重点指導内容の明確化

２ 一単元の指導計画の工夫・改善 ３ 一単位時間の学習過程の工夫・改善

仮説２ 読む力，活かす力を付けることをねらいとした言語環境を意図的・計画的に整備す

れば，子どもたちは授業以外においても主体的に読み深め，学んだことを活かす力を身に付け

ていくのではないか

１ 読むことに活かす活動 ２ 書くことに活かす活動 ３ 読書に活かす活動 ４ 設営・環境の工夫・改善

授業 指導目標，指導事項 授業以外

実生活へ活かす

単元を貫く言語活動 読み取り

習得 活用

知識・技術（読み方・書き方など） 表現

【学ぶ】 →【使う】→【身に付く】 （書く・話すなど）

読書

【研究のイメージ図】
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１ 指導事項の明確化

(1) 学年系統表の作成

まず，各学年の文学的文章において，子どもたちにどのような力を身に付けるのか，どのよう

な姿を目指すのか，学習指導要領の指導目標，指導事項を基に学年系統表にまとめ，指導の重点

化，焦点化を図ることにした。

低学年 中学年 高学年

○ 書かれている事柄の順序や場 ○ 目的に応じ，内容の中心をと ○ 目的に応じ，内容や要旨をと

面の様子などに気付いたり，想 らえたり，段落相互の関係をと らえながら読む子ども

像を広げながら読む子ども らえたりしながら 読む子ども

・ 場面の様子について登場人物 ・ 場面の移り変わりに注意しな ・ 登場人物の相互関係や心情，

の行動を中心に想像を広げなが がら，登場人物の性格や気持ち 場面についての描写をとらえ，

ら読む の変化，情景などについて叙述 優れた叙述について自分の考え

・ 文章の中の大事な言葉や文を を基に想像して読む。 をまとめる。

書き抜く。

○ 楽しんで読書をしようとする ○ 幅広く読書をしようとする子 ○ 読書を通して考えを広げたり

子ども ども 深めたりしよとうする子ども

・ 楽しんだり知識を得たりする ・ 目的に応じて，いろいろな本 ・ 目的に応じて，複数の本や文

ために本や文章を選んで読む。 や文章を選んで読む。 章などを選んで比べて読む。

(2) 「単元を貫く言語活動」ガイドブックの作成

単元を貫く言語活動は，指導目標を達成するための手段である。また，習得した知識・技能を

主体的に活用することによって，より確かに定着させる活動である。 つまり，単元を貫く言語活

動は，わたしたちが研究する「活かす力」を付ける柱となる活動と言える。また，子どもたちに

とっては「なぜこの教材文を読むのか」という動機付けになる。

したがって，各学年の指導目標，指導事項を基に，それぞれの単元でどのような単元を貫く言

語を設定するのかということが大切である。

そこで，単元を貫く言語活動を改めて振り返り，子どもたちに力を付け，子どもたちが主体的

に取り組めると考えられる活動をまとめることにした。
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【「単元を貫く言語活動」ガイドブック（各学年，各単元ごとの単元を貫く言語活動例）】

(3) 「読み取りの５つのカギ」，文学的文章に関わる「用語」のまとめ

これまでの文学的文章の指導では，場面ごとの詳細な読み取りに偏り，単元の終末である活用

場面において十分な時間が足りなくなることがあった。また，他の物語文では，読み取りの力が

十分に発揮されないこともあった。

そこで，単元を貫く言語活動を柱としながらも，どの文学的文章においても指導したい知識・

技能を「読み取り５つのカギ」としてまとめた。また，「読み取りの５つのカギ」に関連した

「はじめ・中・おわり」「地の文」「中心人物」「主題」など文学的文章に関わる用語についても学

年ごとに整理した。これらを繰り返し指導していくことによって，子どもたちができるだけ自力で

文章を分析・解釈できるようになると考えた。

【読み取りの５つのカギ】① 設定 ② 視点 ③ 中心人物の変化 ④ 表現の工夫と効果 ⑤ 主題
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【読み取り５つのカギ】

【文学的文章に関わる「用語」のまとめ】
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２ 一単元の指導計画の工夫 ・改善

子どもたちに文学的文章を

読む力，活かす力を付けることを

重視した指導計画を作成した。

【一単元の基本的な指導計画】
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３ 一単位時間の学習過程の工夫・改善
一単元の指導計画を受けて，一単位時間の学習過程の工夫・改善を次のように行った。

【一単位時間の学習過程（「調べる」「深める」段階）】

１ 読むことに活かす活動
(1) 「新・音読カード」の取組

文章を理解する上で，まずは読めることが大切である。そのためには，繰り返し読むことが必

要である。そこで，授業の時間と合わせて，家庭学習においても音読カードを使って，読む回数

を確保した。また，子どもたちが目的をもち主体的に取り組み，音読の技術が向上するように「は

っきり読み」「すらすら読み」「スピード読み」など毎日めあてを決め，自己評価ができるよう

にした。

(2) 語彙力を付ける取組

① 漢字前倒し学習，「漢プリ」

文章を読むとき，または書くときに漢字をどれだけ習得しているかは活かす力に大きく関わ

る。そこで，漢字の習得に向け練習する期間を十分に確保するために，３年生以上は当該学年

で学習する漢字を４月中に全て指導し，その後何回も繰り返し練習する方法である漢字前倒し

学習に取り組むことにした。 また，単元末テストに合わせて，朝の活動「パワーアップタイ

ム」や家庭学習においてミニ漢字プリント「漢プリ」に取り組ませている。

② 辞書活用の推進

習得している言葉がどれくらいあるかという語彙力は，思考力や表現力に大きく関わると思
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われる。そこで，本校では３年生になると，全員が自分専用の辞書を購入し，調べた言葉が掲

載されているページに付箋を付けるという取組を続けている。

③ 「言葉の意味」マスタープリント

文学的文章の中に出てくる言葉の中で意味が分かりにくいと思われる言葉を取り上げ，１枚

のプリントにまとめ，単元と並行して取り組ませることによって，語彙力や表現力の向上を図

った。

２ 書くことに活かす活動
(1) 日記指導の工夫

子どもたちが毎日のように書いている日記の中で，授業で学習した様式（感想文，紹介文，意

見文，詩，俳句など）や表現技法（書き出しの工夫や比喩，反復など）に取り組ませ，表現の工

夫に関わる知識・技能の習得と活用を目指している。

(2) 書く機会の意図的な設定

思考力・判断力・表現力を付けるためには，日常的に書く活動を増やしていくことが大切だと

考えた。

○ 行事後のミニ作文 ○ 全校朝会のミニ感想（「聞く力」カード）

○ 俳句 ○ ひまわりの観察記録 ○ 新聞社への投稿

○ 各種コンクールへの積極的な応募

（南日本作文コンクール，人権作文コンクール，新聞よむのびコンクール，かわなべ青の俳句）

○ 各種標語（あいさつ標語，人権標語，防犯標語，県民週間標語）

３ 読書に活かす活動

(1) 「おすすめ本」の取組

すべての子どもたちの読書の量と質を高めるために，図書室にある関連図書の中から，当該

学年で必ず読んでほしい本を「おすすめ本」として１０冊を担任が選定し，教室に常備した。「お

すすめ本」の感想は，廊下の掲示版に貼り付け，お互いの考えを交流できるようにした。また，

「おすすめ本」は単元の並行読書として取り上げたり，読み聞かせやブックトークをしたりする

ことによって読書意欲を高めるようにした。

(2) 読書に親しむ活動

① 「朝読書」の時間

様々な種類の本をたくさん読ませるため，全学年，年間読書冊数１００冊を設定している。

また，週４回，１校時前の１０分間を「朝読書」の時間とし，一人一人が読みたい本を読んで

いる。また，週１回の「図書の日」は学年ごとに決められた曜日に図書室へ行き，図書の返却

と貸し出しを定期的に行っている。

② 読書月間，読書旬間の活動

読書月間（１０月），読書旬間（６月，２月）では，職員や図書委員会の子どよる出張読み

聞かせ，子ども同士の「読書ゆうびん」，「読書ビンゴ」など読書の楽しさを味わわせる活動

を年間を通して設定している。
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③ 「ぐりぐら会」との連携

読書ボランティアグループ「ぐりぐら会」の保護者の方々とＰＴＡ研修部の保護者が定期

的に読み聞かせに来てくださる。

４ 設営・環境の工夫・改善

「子どもたちが見る設営」「子どもたちのためになる設営」を心掛け，言語環境の工夫・改善

を行った。

【子どもたちの俳句コーナー】 【階段に掲示した敬語コーナー】

○ わたしたちが文学的文章で何を指導すべきか，どの用語を取り上げる段階なのか明確になって

きたように思う。

○ 子どもたちが教材文を読む目的を意識しながら学習している姿，お互いの考えを交流する中で

考えが広がったり深まったりする姿がうかがえるようになった。

△ 単元の中の「活かす」段階で，本来はできるだけ自力で進めさせたいが，個人差が大きいこと

がある。毎時間の手立ての工夫が必要であると感じた。

△ これまでの場面ごとの詳細な読み取りを行う授業から改善されてきているが，だからといって

大まかすぎる読み取りにならないかという懸念もある。

「読み取り５つのカギ」を基にした読み取りは，今後も研究を深めていく必要がある。

○ 文学的文章の音読を単元の学習が始まる前から繰り返し読むことによって，長文への慣れや音

読技術の向上がうかがえる。

○ どのような文章を書くときでも，読み手を意識して，表現の工夫をしようとする子どもたちが

増えてきたように思う。

△ 「おすすめ本」の取組によって，より関連図書に興味をもつ子どもたちが増えてきたが，以前

からあまり本を読まない子どもたちは「おすすめ本」にも興味をもたないことが多い。


